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イスラム巡礼船に変身した日本船
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イ

ス
ラ
ム
巡
札

の
世
界

船
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
巡
礼
船
ほ

ど
の
変
わ
り
種
は
他
に
は
な
い
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ム
巡
礼
船
と
い
う
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
西
部
に
あ
る
聖
地
メ
ッ
カ
を

巡
礼
す
る
の
に
使
う
船
の
こ
と
だ
。

メ
ッ
カ
巡
礼
は
、
礼
拝
、
断
食
な
ど
と
並
ぶ
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
五
大
義
務
の

一
つ
で
あ
り
、
聖
典
コ
ー

ラ
ン
は

″余
裕
が
あ
る
限
り
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
″

と
定
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
暦
十
二
月
の
「ズ
。
ル
・

ヒ
ツ
ジ
ヤ
」
（巡
礼
月
）
の
七
日
か
ら
十
日
ま
で
に
行

わ
れ
る
行
事
を

「
ハ
ツ
ジ
」
（大
巡
礼
）
と
呼
び
、
そ

れ
以
外
の
時
期
に
行
わ
れ
る

「
ウ
ム
ラ
」
（小
巡
礼
）

と
区
別
し
て
い
る
が
、　
一
般
に
メ
ッ
カ
巡
礼
と
言
う

と
、
「
ハ
ッ
ジ
」
を
指
し
て
い
る
。

毎
年
こ
の
月
に
な
る
と
、
中
東
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
世
界
各
地
か
ら
巡
礼
団
が
メ
ッ
カ
に
や
っ
て
く

る
。
そ
の
数
は
約
二
百
万
人
と
い
う
。

メ
ッ
カ
に
近
い
人
々
は
自
動
車
で
。
ア
フ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
の
巡
礼
団
は
、
船
で
紅
海
の
ジ
ッ
ダ
港
に
着

き
、
そ
こ
か
ら
メ
ッ
カ
に
向
か
う
。
遠
隔
地
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
は
、

一
万
ト
ン
前
後
の
船
が
投
入
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近

で
は
旅
客
機
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
巡
礼
船
と
い
う
の
は
、
毎

年
短
期
間
就
航
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
専
用
の
巡

と
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礼
い
と
い
う
の
は
な
く
、
定
期
年
い
を
　
時
転
用
し

た
り
、
遊
休
貨
物
船
に
問
場
客
室
を
付
け
た
程
度
の

も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
お
と
な
し
い
巡
礼
客
が
相
手

だ
か
ら
、
客
宣
グ
レ
ー
ド
も
サ
ー
ビ
ス
も
最
低
。
し

た
が
っ
て
船
賃
も
安
い
が
、
船
か
ら
温
れ
る
ほ
ど
多

数
の
客
を
乗
せ
る
の
で
、
船
会
社
に
は
大
き
な
稼
ぎ

に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
本
キ
ス
タ
ン
、
さ
ら

に
北
ア
フ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
ム
教
阿
で
は
、
旧
営
の
船

会
社
が
こ
れ
を
運
航
し
て
い
る
。

引
揚
略
で
有
名
な
元
関
釜
連
絡
船

「興
安
丸
」
は

晩
年
、
巡
礼
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
を
ブ
ッ
グ
に
運
ぶ
ボ
ロ
い
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

が
、
こ
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

「筑
紫
丸
」
も
、
も
と
は
日
満

連
絡
船
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
戦
後
は
パ

キ
ス
タ
ン
の
巡
礼
船
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
異
色

の
船
歴
を
も
つ
い
だ
。

日
満
連
絡
船

と
し
て
計
画

口
満
連
絡
船
と
い
う
の
は
、
戦
前
、
旧
満
州
の
玄

関
日

・
大
連
と
阪
神
、
門
司
を
結
ん
だ
定
期
旅
客
晴

の
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
商
船
が
運
航
し
た
こ
の
航
路

は
、
日
本
の
大
陸
経
営
を
支
え
た
基
幹
ル
ー
ト
で
あ

り
、
明
治
末
年
の
開
設
以
来
、
近
海
航
路
用
の
優
秀

貨
客
船
が
次
々
と
投
入
さ
れ
た
。

日
撃
事
変
が
起
こ
っ
た

一
九
二
七

（昭
和
十
≡
）

年
後
半
に
は
、
最
新
の

「
黒
龍
丸
」
と
そ
の
姉
妹
船

「鴨
様
丸
」
な
ど
十
竺
が
就
航
、
月
間
一
ｒ
ｉ
航
海

を
行

っ
た
が
、
こ
の
時
期
を
ビ
ー
ク
に
、
便
数
は
次

第
に
減
少

へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
戦
局
の
進
展
と
と

も
に
、
軍
に
徴
用
さ
れ
る
船
が
増
え
た
た
め
だ
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
増
強
す
る
た
め
、
「
黒
龍
丸
」
型

に
続
く
新
鋭
船
二
隻
が
、
神
戸
の
川
崎
重
工
業
に
発

注
さ
れ
た
。
「筑
紫
丸
」
と
そ
の
姉
味
船

「浪
速
九
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
両
い
は
、
日
満
連
絡
船
と
し
て
設

計
さ
れ
た
最
後
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
客
宝
装
飾
は
、

当
時
の

一
流
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
担
当
し
た
。

一
番
船
の

「筑
紫
丸
」
は
、　
一
九
四
〇

（昭
和
十

五
）
年
六
月
に
起
工
。
翌
年
九
月
進
水
。
進
水
ま
で

に
一
年
ニ
カ
月
か
か
っ
て
い
る
。
開
戦
直
前
の
造
船

所
は
、
艦
艇
の
建
造
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
進
水
後
、
彼
女
は
海
軍
に
徴
用
さ
れ
、

特
設
清
水
母
艦
に
変
身
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
五

サ
ン
チ
単
装
砲
四
門
、
十
三
ミ
リ
単
装
機
銃
●
基
で

武
装
さ
れ
た
彼
女
は
、　
一
九
四
二

（昭
和
十
八
）
年

二
月
に
軍
艦
と
し
て
援
工
し
た
。
起
ｉ
か
ら
完
成
ま

で
、　
■
年
近
く
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。

方
の

「浪
速
丸
」
は
、　
一
九
四
〇

（昭
和
十
五
）

年
十
月
に
起
工
き
れ
た
が
、
半
年
後
に
工
事
中
止
と

な
っ
た
。
現
在
、
東
京
の
交
通
博
物
館
に
「浪
速
丸
」

の
完
成
模
型
が
展
示
き
れ
て
い
る
。

巡
礼
船

サ

フ
イ
ー
ナ

・
Ｅ

・
ミ
ラ
ト

特
設
潜
水
母
艦
と
し
て
完
成
し
た
彼
女
は
、
戦
艦

を
主
体
と
し
た
第
　
艦
隊
の
第
■

一
浩
水
戦
隊
の
振

慌
と
な
っ
た
が
、
さ
し
た
る
武
鍛
も
な
い
ま
ま
終
敢

を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
戦
隊
は
練
習
部
隊
で
あ
り
、

内
地
で
の
訓
練
任
務
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
だ
っ
た
。

戦
後
は
、
南
方
か
ら
の
復
員
輸
送
に
従
事
。
そ
の

後
、
瀬
戸
内
海
で
係
晴
さ
れ
て
い
た
が
、　
一
九
左
二

（昭
和
，
，十
七
）
年

一
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ン
イ

ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ム
シ
ッ
プ
社
に
先
却
さ
れ
、

イ
ス
ラ
ム
巡
礼
砧
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
改
装
工
事

は
日
立
造
船
囚
島
工
場
で
行
わ
れ
、
多
数
の
デ
ッ
キ

パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
用
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
。

新
船
名
は

「
サ
フ
ィ
ー
ナ
・
Ｅ
‥
ヽヽ
ラ
ト
」
。
毎
年

「
ハ
ッ
ジ
」
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
大
巡
礼
団
を
乗

せ
て
ジ
ッ
ダ
を
訪
れ
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
、
東
八

キ
ス
タ
ン
や
東
ア
フ
リ
カ
ヘ
の
航
路
に
就
い
た
。
紅

海
、
イ
ン
ド
洋
の
灼
熱
の
水
域
で
あ
る
。

彼
女
が
巡
礼
硲
と
し
て
稼
働
し
た
の
は
八
年
間
ｃ

一
九
六
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
に
、
火
災
事
故
に
よ

り
失
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
ロ
イ
ズ
船
名

鉢
で
は
、　
一
九
五
五
年
版
以
後
除
箱
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、
「筑
紫
丸
」
と

「浪
速
丸
」
は
、
Ｈ
本
船
と

し
て
晴
れ
の
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
こ
の
二
姉
妹
が
日
満

航
路
で
反
航
中
の
姿
で
、
給
の
世
界
で
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
情
景
だ
。

（山
田
　
迪
生
）


